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特
集
　「
戦
争
政
策
」に
抗
す
る
た
め
に

3
月
27
日
、
毎
日
新
聞
ネ
ッ
ト
版
が
驚
く
べ
き

事
実
を
報
じ
た
。
3
月
15
～
17
日
に
幕
張
メ
ッ

セ
で
開
催
さ
れ
た
武
器
見
本
市
「D

SEI Japan

」

の
会
場
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
軍
需
産
業
大
手
「
エ

ル
ビ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
ズ
」
と
日
本
の
軍
需
商
社

で
あ
る
「
日
本
エ
ヤ
ー
ク
ラ
フ
ト
サ
プ
ラ
イ
」「
伊

藤
忠
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
」（
伊
藤
忠
商
事
の
１
０
０
％

子
会
社
）
と
の
契
約
覚
書
の
締
結
式
が
行
な
わ
れ

た
。
幕
張
メ
ッ
セ
の
一
角
で
、
拍
手
に
包
ま
れ
な

が
ら
、「Cheers

（
乾
杯
）
！
」
と
シ
ャ
ン
パ
ン
グ

ラ
ス
で
祝
杯
が
あ
げ
ら
れ
た
。
な
ん
と
グ
ロ
テ
ス

ク
な
光
景
だ
ろ
う
か
。

エ
ル
ビ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
ズ
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
悪
名
高
い
“
死
の
商
人
”
で
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・

ガ
ザ
地
区
へ
の
空
爆
な
ど
に
大
量
の
武
器
を
供
給

し
て
き
た
。
昨
年
２
０
２
２
年
に
は
、
イ
ス
ラ
エ

ル
軍
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
53
人
、
女
性
17
人
を
含

む
２
２
４
人
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
が
殺
さ
れ
た
。
生

き
延
び
た
子
ど
も
た
ち
の
多
く
が
、
深
刻
な
ト
ラ

ウ
マ
に
苦
し
ん
で
い
る
。

同
社
製
品
に
つ
い
て
、
日
本
エ
ヤ
ー
ク
ラ
フ
ト

サ
プ
ラ
イ
が
生
産
や
保
守
管
理
を
、
伊
藤
忠
ア
ビ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
販
売
促
進
を
行
な
う
こ
と
で
合
意

し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
憲
法
９
条
を
持
つ
日
本

の
軍
需
商
社
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
戦
争
犯
罪
企
業

の
共
犯
者
に
な
る
こ
と
だ
。

独
裁
化
す
る
権
力
と
ブ
レ
ー
キ
の
不
在

3
月
28
日
、
戦
後
最
悪
の
大
軍
拡
予
算
が
あ
っ

さ
り
成
立
し
た
。
総
額
が
6
兆
８
２
１
９
億
円
と

前
年
を
約
1
兆
４
０
０
０
億
円
も
上
回
り
、
武
器

ロ
ー
ン
代
を
加
え
る
と
10
兆
円
を
超
え
る
。
前
年

比
で
米
国
か
ら
の
武
器
購
入
費
が
4
倍
、
弾
薬
経

費
が
３
・
３
倍
、
施
設
整
備
費
が
３
・
３
倍
、
研
究

開
発
費
が
３
・
１
倍
な
ど
、
戦
争
に
突
入
し
た
か

の
よ
う
な
激
増
ぶ
り
だ
。

し
か
し
、成
立
強
行
と
い
う
歴
史
的
な
瞬
間
に
、

国
会
に
駆
け
つ
け
て
抗
議
し
た
の
は
わ
ず
か
40
人

ほ
ど
だ
っ
た
。「
あ
の
時
何
を
し
て
い
た
の
？
」

と
後
世
の
人
々
に
指
弾
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
非
対
称

ぶ
り
に
こ
そ
、
私
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
困
難
の

深
刻
さ
が
あ
る
。

危
機
は
こ
の
国
の
全
身
を
く
ま
な
く
蝕む

し
ば

ん
で
い

る
。
プ
ー
チ
ン
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
も
明
ら
か

な
よ
う
に
、
権
力
の
独
裁
化
を
防
ぐ
こ
と
は
戦
争

を
避
け
る
た
め
に
不
可
欠
だ
。
し
か
し
、
日
本
で

は
、
独
裁
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
き
野
党
、
メ

デ
ィ
ア
、
市
民
の
す
べ
て
が
衰
弱
し
て
い
る
。
立

法
府
が
決
め
る
べ
き
内
容
を
行
政
府
に
丸
投
げ
す

る
土
地
規
制
法
や
経
済
安
保
法
の
相
次
ぐ
制
定
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
会
の
権
限
は
著
し
く
弱
め

ら
れ
、
行
政
権
力
の
肥
大
化
が
止
ま
ら
な
い
。
い

つ
に
な
く
「
強
い
野
党
」
こ
そ
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
の
に
、
立
憲
民
主
党
執
行
部
は
、
大
軍
拡
を

煽
る
日
本
維
新
の
会
と
の
「
共
闘
」
を
優
先
し
、

徹
底
抗
戦
の
意
志
は
見
ら
れ
な
い
。

メ
デ
ィ
ア
は
ど
う
か
。
こ
の
間
、
Ｎ
Ａ
Ｊ
Ａ
Ｔ

が
呼
び
か
け
て
結
成
し
た
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
大
軍
拡
ア

ク
シ
ョ
ン
」は
、「
破
り
す
て
ち
ゃ
え
安
保
3
文
書
」

行
動
や
反
貧
困
、
教
育
、
気
候
危
機
な
ど
の
視
点

か
ら
大
軍
拡
を
問
う
院
内
集
会
、「
死
の
商
人
レ

イ
セ
オ
ン
は
ト
マ
ホ
ー
ク
で
ぼ
っ
た
く
る
な
」
日

本
支
社
前
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
様
々
な
行
動
を
展

開
し
て
き
た
。
し
か
し
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
驚
く

ほ
ど
に
冷
淡
だ
っ
た
。
安
倍
「
国
葬
」
の
際
の
積

極
的
な
報
道
ぶ
り
と
の
落
差
は
激
し
い
。

声
を
上
げ
る
市
民
は
ど
こ
へ

市
民
運
動
は
と
言
え
ば
、
肝
心
な
時
に
声
を
上

げ
る
市
民
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
。
ル
ー
テ
ィ
ン

（
定
例
行
動
）
が
優
先
さ
れ
、
呼
び
か
け
る
べ
き
時

に
行
動
が
呼
び
か
け
ら
れ
な
い
。
団
体
が
呼
び
か

最
後
の
防
波
堤
と
し
て
の
市
民
運
動
の
建
て
直
し
を

～
戦
後
最
大
の
平
和
主
義
の
危
機
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
原
浩
司
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特
集
　「
戦
争
政
策
」に
抗
す
る
た
め
に

け
な
く
と
も
、
自
律
的
な
判
断
で
国
会
に
駆
け
つ

け
る
市
民
が
も
っ
と
い
て
も
い
い
の
だ
が
。「
安

保
法
制
」
反
対
に
12
万
人
、
安
倍
「
国
葬
」
反
対

に
1
万
5
千
人
が
集
ま
っ
た
が
、
総
が
か
り
行
動

が
安
保
3
文
書
改
定
前
の
11
月
30
日
に
呼
び
か
け

た
日
比
谷
野
音
集
会
と
国
会
請
願
デ
モ
の
参
加
者

は
１
５
０
０
人
に
留
ま
っ
た
。
こ
の
間
、
よ
う
や

く
安
保
3
文
書
の
学
習
会
や
大
軍
拡
に
反
対
す
る

集
会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
危
機

感
は
確
実
に
共
有
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、

現
実
の
動
き
に
到
底
追
い
つ
け
て
い
な
い
。

私
が
強
調
し
て
き
た
の
は
、
岸
田
政
権
に
よ
る

“
異
次
元
の
大
軍
拡
”
は
、
明
文
改
憲
よ
り
も
ひ

ど
い
と
い
う
こ
と
だ
。
な
ぜ
か
。
明
文
改
憲
な
ら

ば
、
国
会
発
議
を
受
け
て
、
最
後
は
「
国
民
投
票
」

に
よ
り
主
権
者
が
決
定
権
を
行
使
で
き
る
。
し
か

し
、
い
ま
進
ん
で
い
る
大
軍
拡
は
、
憲
法
を
変
え

な
け
れ
ば
で
き
な
い
は
ず
の
こ
と
を
閣
議
決
定
の

み
で
決
め
、国
会
に
も
主
権
者
に
も
諮
ら
ず
、真
っ

先
に
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
に
報
告
し
な
が
ら
強
行

さ
れ
て
い
る
。
独
裁
政
権
の
や
り
口
で
、
戦
後
の

安
全
保
障
政
策
の
根
幹
が
覆
さ
れ
、
全
面
的
な
戦

争
準
備
に
舵
が
切
ら
れ
て
い
る
。

戦
後
最
大
の
危
機
を
、
危
機
と
し
て
受
け
止
め

ら
れ
ず
、
対
応
す
る
力
を
失
っ
て
い
る
平
和
運
動

こ
そ
が
最
大
の
危
機
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

国
営
軍
需
工
場
の
出
現
へ

今
回
の
大
軍
拡
の
危
険
性
に
つ
い
て
、
こ
こ
で

は
、
軍
需
産
業
の
救
済
と
育
成
、
武
器
輸
出
の
促

進
に
絞
っ
て
解
説
し
た
い
。
前
者
に
つ
い
て
は
、

国
内
企
業
の
軍
需
生
産
か
ら
の
撤
退
の
流
れ
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
こ
の

間
、
住
友
重
機
械
工
業
が
機
関
銃
の
生
産
か
ら
撤

退
し
、
コ
マ
ツ
は
軽
装
甲
機
動
車
の
開
発
を
中
止

し
た
。
最
近
で
は
、
自
衛
隊
の
主
要
航
空
機
の
電

装
品
や
部
品
を
生
産
し
て
き
た
島
津
製
作
所
が
、

防
衛
事
業
か
ら
の
撤
退
を
表
明
し
た
。
こ
の
10
年

間
で
１
０
０
社
に
の
ぼ
る
企
業
が
撤
退
し
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。

そ
の
原
因
と
し
て
、
販
売
先
が
自
衛
隊
の
み
に

限
ら
れ
、
納
入
武
器
の
価
格
に
競
争
原
理
が
働
か

ず
、
利
益
率
が
低
い
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
米
国
を
は
じ
め
と
す
る
海
外
製
武

器
の
爆
買
い
に
よ
り
、
国
内
企
業
の
シ
ェ
ア
が
低

下
し
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
防
衛
省
が
重
い
腰
を

上
げ
た
。
平
均
8
％
だ
っ
た
武
器
納
入
の
利
益
率

を
最
大
15
％
に
引
き
上
げ
、
2
月
10
日
に
は
「
防

衛
省
が
調
達
す
る
装
備
品
等
の
開
発
及
び
生
産
の

た
め
の
基
盤
の
強
化
に
関
す
る
法
律
案
」
を
国
会

に
提
出
し
た
。
い
わ
ば
「
軍
需
産
業
救
済
法
案
」

で
あ
る
。
法
案
に
は
3
つ
の
重
大
な
問
題
点
が
存

在
す
る
。

第
一
に
「
軍
需
工
場
国
有
化
法
案
」
で
あ
る
。

衰
退
傾
向
に
あ
る
軍
需
企
業
に
包
括
的
な
財
政
支

援
を
行
な
っ
た
う
え
で
、
そ
れ
で
も
事
業
継
続
が

困
難
な
場
合
、
最
終
手
段
と
し
て
、
製
造
施
設
を

国
有
化
し
、
生
産
を
事
業
を
受
け
継
ぐ
企
業
に
委

託
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
戦
後
初
め
て
、
国
営
軍

需
工
場
＝
現
代
版
の
工
廠
が
出
現
す
る
。「
包
括

的
な
財
政
支
援
策
」
と
は
、
①
製
造
工
程
の
効
率

化
や
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
強
化
な
ど
「
生

産
基
盤
強
化
」
の
た
め
の
経
費
支
給 

②
武
器
輸

出
を
行
な
う
企
業
へ
の
財
政
支
援 

③
日
本
政
策

金
融
公
庫
に
よ
る
貸
し
付
け
促
進
、
で
あ
る
。

こ
の
内
の
②
が
、「
武
器
輸
出
支
援
法
案
」
と

い
う
第
二
の
問
題
点
だ
。
輸
出
先
の
要
望
に
応
じ

て
武
器
等
の
仕
様
・
性
能
等
を
変
更
す
る
費
用
に

助
成
金
を
交
付
す
る
。２
０
２
３
年
度
予
算
で
は
、

そ
の
た
め
の
基
金
創
設
に
４
０
０
億
円
を
計
上
し

て
い
る
。

武
器
輸
出
三
原
則
の
撤
廃
か
ら
丸
9
年
が
経
つ

が
、
日
本
か
ら
の
完
成
品
の
武
器
輸
出
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
へ
の
三
菱
電
機
製
防
空
レ
ー
ダ
ー
輸
出
の

1
件
の
み
だ
。
大
苦
戦
を
挽
回
す
る
た
め
、
税
金

を
軍
需
企
業
に
投
入
し
よ
う
と
い
う
の
だ
。

「
企
業
版
秘
密
保
護
法
」
の
危
険
性

第
三
の
問
題
点
も
見
逃
せ
な
い
。
武
器
等
に
関

わ
る
情
報
管
理
を
徹
底
す
る
た
め
と
し
て
、
性
能

な
ど
の
秘
密
を
故
意
に
漏
え
い
し
た
場
合
に
刑
事



9
市民の意見  NO.196　2023/4/1

特
集
　「
戦
争
政
策
」に
抗
す
る
た
め
に

罰
を
設
け
る
。
既
に
3
月
16
日
、
秘
密
保
護
法
対

策
弁
護
団
と
デ
ジ
タ
ル
監
視
社
会
に
反
対
す
る
法

律
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
こ
れ
を
厳
し
く
批
判
す

る
声
明
を
発
表
し
た
。「
処
罰
の
対
象
と
さ
れ
る

『
装
備
品
等
秘
密
』
の
要
件
が
、
極
め
て
あ
い
ま

い
で
あ
り
、
国
の
特
定
秘
密
保
護
制
度
を
兵
器
産

業
従
事
者
に
ま
で
拡
大
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、『
企

業
版
秘
密
保
護
法
』
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
。

こ
の
危
険
な
法
案
は
、
4
月
に
本
格
審
議
が
始

ま
る
見
込
み
で
あ
り
、
反
対
運
動
の
組
織
化
が
急

務
だ
。
ま
た
、
大
軍
拡
の
財
源
と
な
る
「
防
衛
力

強
化
資
金
」と
い
う
基
金
を
創
設
す
る
た
め
の「
防

衛
財
源
確
保
法
案
」
に
も
反
対
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

「
死
の
商
人
国
家
」
へ
の
暴
走

武
器
輸
出
拡
大
の
本
丸
は
、
武
器
輸
出
の
用
途

を
「
救
難
、
輸
送
、
警
戒
、
監
視
、
掃
海
」
の
5

つ
に
制
限
し
て
き
た
「
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
」

の
運
用
指
針
の
改
定
だ
。２
０
１
４
年
4
月
1
日
、

安
倍
政
権
は
閣
議
決
定
の
み
で
武
器
輸
出
三
原
則

を
撤
廃
し
、防
衛
装
備
移
転
三
原
則
を
策
定
し
た
。

言
葉
を
言
い
替
え
、
武
器
輸
出
を
国
策
と
し
た
。

し
か
し
、
武
器
輸
出
の
全
面
解
禁
ま
で
は
で
き
な

か
っ
た
の
だ
。

現
行
の
運
用
指
針
の
制
約
を
取
り
払
い
、
戦
闘

機
や
ミ
サ
イ
ル
な
ど
殺
傷
能
力
の
高
い
大
型
武
器

の
輸
出
に
舵
を
切
ろ
う
と
し
て
い
る
。
日
本
、
イ

ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
で
共
同
開
発
す
る
次
期
戦
闘

機
が
完
成
し
た
暁
に
は
、
第
三
国
に
輸
出
す
る
こ

と
も
想
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
紛
れ
も
な
い
「
死

の
商
人
国
家
」
へ
の
道
で
あ
る
。

武
器
輸
出
を
煽
る
戦
争
屋
も
後
を
絶
た
な
い
。

河
野
太
郎
デ
ジ
タ
ル
相
は
、「
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
」
２
０
２
２
年
8
月
27
日
号
で
、「
今
回
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
か
ら
日
本
に
ミ
サ
イ
ル
な
ど
の
供
与
の

依
頼
が
あ
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
受
け
て
い

ま
せ
ん
。
全
部
戦
場
で
試
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
供
与
し
て
、
実
力
を

試
す
必
要
が
あ
る
。
実
力
が
あ
る
な
ら
輸
出
が
で

き
る
。
今
回
も
そ
う
い
う
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
た
」

と
言
い
放
っ
た
。
か
つ
て
な
ら
、
辞
任
に
追
い
込

ま
れ
た
は
ず
の
大
暴
言
だ
。

ま
た
、
自
民
党
の
佐
藤
正
久
参
議
院
議
員
は
、

3
月
6
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
で
、「
自
衛
隊

が
廃
棄
予
定
の
Ｍ
Ｌ
Ｒ
Ｓ
（
自
走
榴
弾
砲
）
を
ウ
ク

ラ
イ
ナ
は
喉
か
ら
手
が
出
る
ほ
ど
欲
し
が
っ
て
い

る
」
と
決
め
付
け
た
。
し
か
し
、
来
日
し
た
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
ハ
ブ
リ
ロ
フ
国
防
次
官
は
、3
月
15
日
、

日
本
に
医
療
器
具
や
医
療
車
両
に
よ
る
支
援
を
訴

え
て
お
り
、
佐
藤
議
員
の
煽
り
に
根
拠
が
乏
し
い

こ
と
が
露
呈
し
た
。

レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
リ
ス
ク
へ
の
働
き
か
け
を

公
明
党
が
統
一
地
方
選
の
争
点
と
な
る
こ
と
を

嫌
っ
た
た
め
、
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
の
運
用
指

針
の
改
定
は
、
選
挙
後
の
5
月
以
降
に
先
送
り
さ

れ
た
。
市
民
と
立
憲
野
党
は
先
ん
じ
て
武
器
輸
出

の
全
面
解
禁
の
是
非
を
争
点
化
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。軍

需
部
門
の
比
率
が
低
い
日
本
の
軍
需
企
業

（
大
手
の
三
菱
重
工
、川
崎
重
工
で
も
1
割
前
後
）
は
、「
死

の
商
人
」
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
で
民
生
部
門
の
売

り
上
げ
に
響
く
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
。
死
の
商
人

国
家
へ
の
暴
走
を
止
め
る
た
め
に
、「
レ
ピ
ュ
テ
ー

シ
ョ
ン
（
評
判
）
リ
ス
ク
」
を
突
く
必
要
性
が
増

し
て
い
る
。

3
月
23
日
に
は
、
ト
マ
ホ
ー
ク
を
製
造
す
る
米

レ
イ
セ
オ
ン
の
日
本
支
社
へ
の
抗
議
行
動
を
展
開

し
た
。
ま
た
、
12
式
地
対
艦
誘
導
弾
の
長
射
程
化

を
担
う
三
菱
重
工
に
対
し
て
は
、
消
費
者
団
体
と

連
携
し
て
不
買
運
動
を
行
う
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。
異
次
元
の
大
軍
拡
に
対
抗
で
き
る
異
次
元
の

平
和
運
動
を
実
践
す
る
と
き
が
来
て
い
る
。

（
す
ぎ
は
ら
・
こ
う
じ
／
武
器
取
引
反
対
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク〈
Ｎ

Ａ
Ｊ
Ａ
Ｔ
〉
代
表
）


	



